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写真 半世紀以上
にわたり府民に食糧を
安定供給してきた大阪
港サイロ施設。円筒形
のユニークな形状には
先人の想いと知恵が込
められている

案
内
し
て
く
れ
た
の
は
、
こ

の
施
設
を
所
有
す
る
大
阪
市
港

湾
局
の
職
員
と
、
市
か
ら
使
用

許
可
を
受
け
、
管
理
運
営
を
担

っ
て
い
る
大
阪
港
埠ふ

頭と
う

タ
ー
ミ

ナ
ル

の
担
当
者
で
し
た
。

そ
の
案
内
に
よ
る
と
、
ま
ず

サ
イ
ロ
と
は
小
麦
な
ど
の
穀
物

を
バ
ラ
で
入
れ
て
お
く
倉
庫
の

こ
と
。
船
か
ら
陸
揚あ

げ
さ
れ
た

穀
物
が
製
粉
会
社
へ
出
荷
さ
れ

る
ま
で
の
間
、
安
全
に
安
定
し

た
状
態
で
保
管
す
る
の
が
そ
の

役
割
だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

◆
戦
後
の
食
糧
管
理
担
う

次
に
、
こ
の
建
物
が
造
ら
れ

た
い
き
さ
つ
を
尋
ね
ま
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
、
食
糧
事
情

が
厳
し
か
っ
た
戦
後
の
大
阪
で

は
人
々
に
安
定
し
て
穀
物
を
届

け
る
と
い
う
事
業
が
民
間
で
は

難
し
か
っ
た
た
め
、
大
阪
市
が

担に
な

う
こ
と
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
こ
で
昭
和
二
十
六
年
、
市

が
半
額
出
資
し
て
半
官
半
民

（
第
三
セ
ク
タ
ー
）
の
大
阪
埠

頭
倉
庫

（
現
・
大
阪
港
埠
頭

タ
ー
ミ
ナ
ル

）
を
設
立
。
同

三
十
年
に
は
日
本
初
の
民
営
ハ

ン
ド
リ
ン
グ
サ
イ
ロ
と
し
て
第

一
期
サ
イ
ロ
が
完
成
。そ
の
後
、

必
要
な
穀
物
量
が
増
え
る
の
に

合
わ
せ
て
次
々
と
増
設
を
重

ね
、
最
後
（
第
四
期
）
の
サ
イ

ロ
が
完
成
し
た
昭
和
五
十
五
年

に
は
、
貯
蔵
総
容
量
は
五
万
六

千
八
百

に
達
し
ま
し
た
。

〈
写
真

船
か
ら
小
麦
を
高
速
で
吸
い
上
げ
る
優
れ
も
の
機
械

ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー
（
サ
イ
ロ
屋
上
か
ら
撮
影
）

◆
大
阪
の
６
割
を
取
扱
い

農
水
省
に
よ
る
と
、
現
在
、

日
本
国
内
で
一
年
間
に
必
要
な

小
麦
は
約
六
百
万

。
が
、
国

内
生
産
は
百
万

に
も
満
た
な

い
の
で
、
そ
の
不
足
分
を
ア
メ

リ
カ
な
ど
か
ら
約
五
百
万

を

輸
入
し
て
補
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
う
ち
大
阪
港
で
は
約
三
十
六

万

、
さ
ら
に
そ
の
六
割
の
約

二
十
一
万

が
こ
の
安
治
川
埠

頭
で
取
り
扱
わ
れ
る
そ
う
で
す

（
加
え
て
北
海
道
な
ど
国
内
か

ら
も
約
三
万

入
り
ま
す
）
。

◆
船
か
ら
吸
い
上
げ

で
は
、
そ
う
し
て
届
い
た
小

麦
は
ど
う
な
る
の
か
。
い
よ
い

よ
施
設
内
部
の
探
険
で
す
。

船
に
積
ま
れ
て
い
る
小
麦

は
、
ま
ず
専
用
機
械
を
使
っ
て

吸
い
上
げ
ら
れ
ま
す

写
真

。
そ
し
て
コ
ン
ベ
ア
、
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
、
ホ
ッ
パ
ー
、
計
量

安
治
川
沿
い
の
産
業
道
路
を
見
下
ろ
す
よ
う
に
聳そ
び

え
立
つ
怪
奇
？
な
建
物
。
あ
れ
は

何
？

中
は
ど
う
な
っ
て
る
の
？

読
者
か
ら
数
年
来
寄
せ
ら
れ
て
い
る
疑
問
に
答
え
る

た
め
、
そ
の
建
物
大
阪
港
サ
イ
ロ
施
設
（
石
田
二

三

二
七
）
を
探
検
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
地
味
な
が
ら
私
た
ち
の
生
活
を
支
え
る
高
度
な
営
み
が
あ
り
ま
し
た
。

写
真

小
麦
を
搬
入
・
搬
出
す
る
経
路
と
な
る
設
備
群

（
写
真
上
は
サ
イ
ロ
屋
上
、
下
は
サ
イ
ロ
内
部
）

写
真

待
ち
構
え
る
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
注
が
れ
る

小
麦
。
い
ざ
人
々
の
元
へ
！

●

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
弁
天
ク
ラ

ブ

発
足

花
づ
く
り
広
場

（
弁
天
三
丁
目
）
を
拠
点
に
し

た
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
同
好
会

ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
弁
天
ク
ラ
ブ

が

発
足
。

花
づ
く
り
の
健
康
的

な
場
で
楽
し
く

と
弁
天
社
協

・
山
本
一
行
会
長
が
休
憩
所
内

に
時
計
を
寄
贈
。
六
月
四
日
に

同
広
場
で
初
プ
レ
ー
。
会
員
募

集
中
。
会
費
等
無
料
。
初
心
者

歓
迎
。
ス
テ
ィ
ッ
ク
や
ボ
ー
ル

は
同
会
で
用
意
。
代
表
は
宇う

山や
ま

義
子
さ
ん
（
弁
天
五
）
。
問
い

合
わ
せ
は
副
代
表
の
小
谷
悦
子

さ
ん
（

〇
八
〇

五
三
〇
〇

八
八
三
一
）
ま
で
。

■
戦
争
の
跡
を
巡
る

平
和
の

た
め
の
恒
例
行
事

港
区
の
戦

争
の
跡
め
ぐ
り

が
今
年
も
五

月
三
十
一
日
に
行
な
わ
れ
た
。

港
戦
争
展
実
行
委
員
会
主
催
。

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
弁
天
埠ふ

頭と
う

、

築
港
高
野
山
、
住
友
倉
庫
、
中

央
突
堤
な
ど
を
巡
っ
た
後
、
港

近
隣
セ
ン
タ
ー
で
戦
争
時
の
映

像
を
鑑
賞
し
、
体
験
者
の
話
を

聴
い
た
。
こ
の
う
ち
弁
天
三
丁

目
の

港
区
空
襲
犠
牲
者
慰
霊

碑

前
で
は
案
内
役
の
大お

お

槻つ
き

一か
ず

成な
り

さ
ん
が
、
空
襲
犠
牲
者
の
氏

名
を
記し

る

し
た

過
去
帳

作
成

者
（
西さ

い

栄え
い

寺じ

住
職
）
の
苦
労
話

や
、
犠
牲
者
に
は
〇

二
歳
が

多
く
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
な
ど

を
紹
介

写
真
、
参
加
者
が
碑

に
掌て

を
合
わ
せ
た
。

が
上
昇
す
る
主
な
原
因
は
、
水

分
過
多
に
よ
る
発
酵
と
病
害
虫

の
発
生
。
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の

よ
う
な
事
故
は
な
か
っ
た
そ
う

で
す
。

さ
ら
に
、
必
要
に
応
じ
て
湿

度
の
管
理
も
行
な
わ
れ
、
そ
の

他
、構
内
に
は
選
別
や
燻く

ん

蒸（
じ
ょ
う

消

毒
）の
設
備
も
あ
り
ま
す
。

記
者
が
一
番
見
た
か
っ
た
の

は
、
小
麦
が
貯
蔵
さ
れ
て
い
る

内
部
の
様
子
で
し
た
。
が
、
そ

れ
は

食
糧
保
管
上
、
無
理

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
納
得
。

◆
安
定
管
理
に
細
心
の
注
意

見
学
の
最
後
に
、
大
阪
港
埠

頭
タ
ー
ミ
ナ
ル

の
担
当
者
に

仕
事
へ
の
思
い
を
尋
ね
ま
し

た
。
次
の
よ
う
な
答
え
が
返
っ

て
き
ま
し
た
。

国
の
内
外
か

ら
届
い
た
大
切
な
食
糧
を
荷に

捌さ
ば

き
し
、出
荷
さ
れ
る
ま
で
の
間
、

安
全
に
、
安
定
し
た
状
態
で
保

管
す
る
。
そ
の
こ
と
に
細
心
の

注
意
を
払
っ
て
お
り
ま
す

。

戦
後
半
世
紀
以
上
に
わ
た

り
、
主
食
と
な
る
穀
物
を
大
阪

府
民
に
安
定
供
給
し
て
き
た
大

阪
港
サ
イ
ロ
施
設
。
そ
の
地
味

だ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
施
設

を
運
営
す
る
責
任
感
と
誇
り

が
、
短
く
単
純
な
言
葉
に
凝
縮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

特
の
形
を
し
て
い
ま
す

写
真

。
そ
れ
ぞ
れ
の
円
筒
の
内
径

は
約
五

七

、
高
さ
は
二
十

数

約
三
十

、
内
部
に
は
そ

れ
ぞ
れ
数
百

の
小
麦
が
入
り

ま
す
。
筒
は
全
部
で
百
本
ほ
ど

あ
り
ま
す
。

こ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
円
筒
形
状

は
、
単
な
る
デ
ザ
イ
ン
上
の
着

想
で
は
な
く
、

穀
物
が
隅す

み

に

溜た

ま
ら
な
い
よ
う
に

大
切

な
食
糧
の
一
粒
で
も
無
駄
に
し

な
い
よ
う
に

と
い
う
先
人
建

設
者
の
熱
意
と
知
恵
に
よ
る
も

の
で
し
た
。
ま
た
大
半
が
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
造
ら
れ
、
内

壁
に
は
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施
さ

ほ
ど
こ

れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
も
食
糧

保
管
上
、
最
も
適
し
て
い
る
か

ら
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

◆
倉
庫
内
は
一
定
温
度
に

第
四
期
サ
イ
ロ
の
円
筒
内
に

は
セ
ン
サ
ー
付
き
の
穀こ

く

温お
ん

計

が
設
置
さ
れ
、
管
理
責
任
者
が

毎
朝
十
時
に
測
定
。
一
定
温
度

に
保
た
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認

し
ま
す
。
因ち

な

み
に
穀
物
の
温
度

器
な
ど
を
経
て
サ
イ
ロ
ま
で
運

ば
れ
ま
す

写
真

。
必
要
な

期
間
貯
蔵
さ
れ
た
小
麦
は
、
ま

た
コ
ン
ベ
ア
や
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

を
通
り
、
待
ち
構
え
る
ト
ラ
ッ

ク
に
注
が
れ
、
出
荷
さ
れ
る
の

で
す

写
真

。

岸
壁
に
は
三
万

級
の
大
型

外
航
船
も
接
岸
で
き
る
、
長
さ

二
百
三
十
七

の
専
用
バ
ー
ス

が
設
け
ら
れ
、
年
間
約
五
十
隻

（
ひ
と
月
に
約
四
隻
）
が
着
岸
。

小
型
船
や
艀
か

は
し
け

ら
も
荷
揚
げ
さ

れ
ま
す
。

ま
た
、
小
麦
を
船
か
ら
吸
い

上
げ
る
巨
大
な
機
械
は

ニ
ュ

ー
マ
チ
ッ
ク
ア
ン
ロ
ー
ダ
ー

と
い
い
、
そ
の
能
力
は
毎
時
四

百

。
こ
の
優す

ぐ

れ
も
の
機
械
が

新
旧
二
基
、
合
わ
せ
て
毎
時
八

百

を
吸
い
上
げ
る
こ
と
が
で

き
、
大
型
船
が
着
い
て
も
二
日

あ
れ
ば
空か

ら

に
で
き
る
そ
う
で
す
。

◆
合
理
的
な
円
筒
形

四
期
に
分
け
て
建
て
ら
れ
た

サ
イ
ロ
の
大
半
は
、
何
本
も
の

円
筒
を
寄
せ
集
め
た
よ
う
な
独
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